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議
員　

本
県
で
は
、
釣
り
が
観
光
資
源

と
し
て
十
分
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

と
感
じ
る
。
漁
業
者
に
配
慮
し
た
マ

ナ
ー
の
啓
発
と
併
せ
、フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
・

レ
ジ
ャ
ー
振
興
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
考
え
る
が
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

新
た
な
釣
り
客
獲
得

や
観
光
周
遊
に
向
け
、
釣
り
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
、
食
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
情
報
提
供
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

釣
り
の
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
の
啓
発
も
重

要
で
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
の
効
果
的
な
情
報
周
知
に
も
努
め
る
。

議
員　

今
後
の
野
菜
生
産
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
高
度
環
境
制
御
な
ど
、

少
な
い
労
力
で
高
い
生
産
性
を
実
現
す

る
「
次
世
代
施
設
園
芸
」
の
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
内
約
五
カ
所
に
高

度
環
境
制
御
装
置
を
導
入
し
た
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
デ
ー
タ
の
収
集
と

分
析
に
基
づ
き
、
技
術
指
導
な
ど
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
自
ら
ハ
ウ
ス
整
備
に

取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、
国
の
交
付

金
を
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

近
年
の
教
員
志
願
者
数
低
下
は

教
員
確
保
緊
急
事
態
と
も
言
え
る
。
中

高
生
か
ら
、
教
え
る
こ
と
や
教
職
の
魅

力
に
気
付
く
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
に
、
何
よ
り
、

教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
育

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
人
に
教
え
る
体
験
を
よ
り
多
く

提
供
し
、
教
え
る
楽
し
さ
や
教
員
の
魅

力
を
伝
え
、
教
員
確
保
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
包

括
的
な
里
親
養

育
支
援
の
在
り

方
、
横
断
歩
道

で
の
歩
行
者
優

先
意
識
の
認
知

向
上
な
ど
も
質

問
）

議
員　

教
員
が
日
々
の
事
務
的
業
務
に

追
わ
れ
、
本
来
業
務
が
で
き
な
い
の
で

は
と
懸
念
す
る
。
事
務
的
業
務
を
行
う

外
部
人
材
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
教
員

の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

モ
デ
ル
校
を
指
定
し
、
業
務

の
集
約
化
や
定
型
化
、
外
部
委
託
な
ど

の
実
証
研
究
を
進
め
、
必
要
な
環
境
整

備
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
国
補
事
業
を

活
用
し
た
外
部
人
材
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の

活
用
、
儲
か

る
農
業
の
実

現
な
ど
も
質

問
）

議
員　

偕
楽
園
の
有
料
化
な
ど
に
当

た
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
案
が
あ
る
中

で
、
知
事
が
き
ち
ん
と
最
終
判
断
す
れ

ば
よ
い
。
た
だ
県
が
一
方
的
に
決
め
る

の
で
は
な
く
、
偕
楽
園
公
園
魅
力
向
上

懇
談
会
を
開
催
し
、
市
民
県
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
柔
軟
な
姿
勢
で
臨
ん

で
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

偕
楽
園
の
有
料
化
と
魅
力
向
上

策
に
つ
い
て
、
今
後
、
魅
力
向
上
懇
談

会
も
含
め
て
幅
広
い
方
々
か
ら
し
っ
か

り
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
中
身
を
詰
め

て
い
き
た
い
。

議
員　

常
磐
線
メ
ト
ロ
フ
ロ
ン
ト
ゾ
ー

ン
※
の
振
興
を
図
る
上
で
、
常
磐
線
の

戦
略
的
な
活
用
は
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

こ
の
地
域
の
振
興
の
考
え
方
は
。

政
策
企
画
部
長　

常
磐
線
の
充
実
や
利

便
性
の
向
上
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

へ
の
要
望
や
利
用
促
進
活
動
な
ど
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。
ま
た
、
市
町

村
と
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
本
地

域
が
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、

都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
と
し
て
一
層
発
展
す
る
よ
う
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
む
。

議
員　

本
県
の
観
光
振
興
を
図
る
上
で
、

県
産
食
材
を
一
定
割
合
以
上
使
用
し
て

い
る
店
が
登
録
さ
れ
た
グ
ル
メ
サ
イ
ト

の
立
ち
上
げ
を
提
案
す
る
が
、
所
見
は
。

営
業
戦
略
部
長　

民
間
の
飲
食
店
検
索

サ
イ
ト
と
「
観
光
い
ば
ら
き
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
県
内
の
飲
食
店
な
ど
に
対
し
、

検
索
サ
イ
ト
の
基
本
情
報
に
、
使
用
し

て
い
る
県
産
食
材
の
情
報
を
盛
り
込
ん

で
も
ら
え
る
よ

う
働
き
掛
け
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
こ
れ

か
ら
の
医
師
確

保
対
策
、
特
別

支
援
教
育
の
新

た
な
体
制
づ
く

り
な
ど
も
質
問
）

議
員　

中
高
一
貫
教
育
校
の
十
校
設
置

の
政
策
に
つ
い
て
、
科
学
的
根
拠
や
費

用
対
効
果
の
視
点
で
の
検
証
内
容
は
。

教
育
長　

通
学
実
態
を
基
に
県
内
を
十

二
エ
リ
ア
に
分
け
、
中
高
一
貫
教
育
校

が
地
域
で
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
各
エ
リ
ア
に
設
置

す
る
こ
と
と
し
た
。
地
域
内
の
交
流
の

活
発
化
や
教
育
の
幅
の
広
が
り
な
ど
が

期
待
で
き
る
た
め
、
費
用
に
対
す
る
効

果
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、

処
遇
改
善
を

通
じ
た
保
育

士
の
確
保
・

定
着
の
推
進
、

中
小
企
業
の

活
性
化
な
ど

も
質
問
）

水柿　一俊 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出

一括方式

常
磐
線
メ
ト
ロ
フ
ロ
ン
ト
ゾ
ー
ン
の

地
域
振
興
の
考
え
方

偕
楽
園
の
有
料
化
と
魅
力
向
上

公
立
中
高
一
貫
教
育
の
在
り
方

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高萩市・北茨城市選出

一括方式

舘　　静馬 議員
いばらき自民党
水戸市・城里町選出

分割方式

﹁
食
﹂
を
メ
イ
ン
と
し
た
観
光
振
興

教
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
た

外
部
人
材
の
活
用

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
・
レ
ジ
ャ
ー
振
興

教
員
確
保
の
推
進

次
世
代
施
設
園
芸
の
推
進

ことば ※【常磐線メトロフロントゾーン】…新たな県総合計画に基づく地域区分の一つで、主に取手市から石岡市までの常磐線沿線のエリア。

　

近
年
、
社
会
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
展
し
て
お
り
、
県
議

会
に
お
い
て
も
、
議
会
審
議
の
充
実
や
議
会
運
営
の
効
率
化
・

活
性
化
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た

め
、
三
月
二
十
五
日
の
本
会
議
で
、
議
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
「
茨
城
県
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
の
構
成
は
十
二
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

　

茨
城
国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
が
迫
る

中
、
県
議
会
と
し
て
も
自
ら
率
先
し
て
、
両
大
会
の
成
功
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
会
で
の
協
議
な
ど
の
場
と
し
て
、
三
月
二
十
五
日
の
本
会

議
で
、
議
長
を

会
長
と
し
、
全

議
員
を
構
成
員

と
す
る「
国
体
・

障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
推
進
協

議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

﹁
茨
城
県
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
会
議
﹂を

設
置
し
ま
し
た

﹁
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

推
進
協
議
会
﹂
を
設
置
し
ま
し
た

座　

長　
　

白
田　
　

信
夫

座
長
代
理　
　

田
口　
　

伸
一

委　
　

員　
　

葉
梨　
　
　

衛

〃　

  　
　

小
川　
　

一
成

〃　

  　
　

西
野　
　
　

一      

〃　

  　
　

安
藤　

真
理
子      

委　
　

員　
　

二
川　
　

英
俊

〃　

  　
　

川
口　
　

政
弥

〃　

  　
　

八
島　
　

功
男

〃　

  　
　

坂
本　
　

隆
司

〃　

  　
　

江
尻　
　

加
那

〃　

  　
　

外
塚　
　
　

潔

常磐線の戦略的な活用を

那珂川における釣り風景
高度環境制御施設での研修の
様子

観梅客でにぎわう偕楽園

一般質問（要旨）




